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⾼カロリー⾷の慢性的摂取により発症が促進される肥満・糖尿病は、認知
症のリスク要因として広く知られるようになったが、最近の研究から、⾼
齢期における肥満は認知症を抑制する事も明らかにされている。⼀⽅で、
⾼齢期の低栄養・体重減少は、栄養エネルギー代謝および認知機能の低下
とサルコペニアを誘導する危険因⼦である事に関⼼が⾼まっている。我々
は、栄養状態の変化が認知機能・栄養エネルギー代謝およびその標的末梢
組織へ与える影響について、病態モデルを⽤いて解析を⾏っているが、ア
ウトカムは、中年期前後で異なることを⾒出している。他⽅、栄養輸送に
関わるグリア細胞の栄養代謝調節経路の変化が全⾝の栄養ネルギー代謝と
認知機能へ影響を与えることを突き⽌めたが、この時、中枢神経系で⾒ら
れる変容は、アルツハイマー病（AD）患者剖検脳で観察される変化と⼀部
重複することが明らかとなってきた。今回のセミナーでは、栄養状態・栄
養エネルギー代謝・認知機能の関係について、最近の研究結果と共に議論
したい。


